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１．就労支援センター　ＮＥＳＴ

1） 基本理念

　ＮＥＳＴの基本理念は「障がい者を特別扱いせず、戦力としてみる」です。

　「障がい者」と相対する時、多くの人はつい「出来ないこと」に注目してしまいがちです。

　ですが、障がい者でもできること、得意なことを持っています。

人間誰しも出来ないこと、苦手なことはあるものです。

　誰もがみな同じようにできれば「適材適所」という言葉は必要ありません。

　逆にみな違うからこそ「適材適所」によってそれぞれの人が活きるのです。

　例えば、Ａさんはαとβの仕事ができる能力があるとします。

　Ｂさんはβとθの仕事ができる能力があります。

　Ｃさんはβの仕事は確実にできる能力があります。

　この時、βの仕事は３人ともできますが、αとθの仕事ができる人はひとりずつしかいません。

Ａさんにαを、Ｂさんにθを、Ｃさんにはβを担当してもらえば３つの仕事がそれぞれ捗るのです。

できることが少なくても、そのできる部分を仕事の能力として活用すること、活用できる環境が大切なのです。

　そして、本人には自信とやる気を持って就労に向かえるようにすることが重要です。

ＮＥＳＴに来られる方の多くは、自分に自信がなかったり、自信を失っている状態です。

自信のない時は、やる気も中々出にくいもの。

逆に、自分にも出来ることがあるのだと実感でき自分に自信がついてくると、やる気も出てくるようになります。
最初は出来なかったことが出来るようになった、出来た数量が増えてきたというわかりやすい達成感と成功体験で、自信とやる気が育つのです。

そのために、より情報を得やすい視覚を用いた支援と、それによって正しく理解されているかをきちんと確認すること、目標や評価を数値化することで、より明確にわかりやすく伝えることを行っています。

また、就労というものは「して終わり」というものではありません。

むしろ、就労したところからが「始まり」であり、「本番」です。

就労を「継続」するための習慣・意識付けも重要視しています。
2） フジ化学とココロネ、そしてＮＥＳＴへ

　基本理念は母体となったフジ化学で培われてきた考えです。

フジ化学では障がい者雇用２０年以上の経験があり、工夫があります。

例えば、当たり前のルールを明文化して掲示すること。

掲示だけでなく、定期的に朝礼で声に出して確認することで日々意識するようにすること。

　これは障がい者のために特別に、ではなく、企業として社員に明確に伝え、守るべきものを守って仕事をするために行っています。

　リーマンショックの影響もあり、障がい者雇用を守るために、平成２１年３月にココロネ（現就労支援センターＮＥＳＴ）として就労継続Ａ型事業所を開設し、フジ化学から１つの会社が生まれました。

　就労継続Ａ型の就労先ということもあり、フジ化学とココロネは密接な関係にあり、現在でも企業の中で培われたものが随時フィードバックされています。

　企業から生まれたココロネの目的は「一般就労」であり、より周辺地域での障がい者雇用に取り組むために、平成２２年５月に就労移行支援事業所を開設し、長期的な視点で就労を目指し、稼ぐことを意識した施設として、平成２４年４月に就労継続Ｂ型事業所を開設しました。

　平成２４年の１０月に、事業の拡大に伴い社内外とのよりわかりやすく、より深いコミュニケーションを目的として、ＣＩ（Corporate Identity）を導入、「いつか、必ず、羽ばたく。」をスローガンにし、「ＮＥＳＴ（巣）」という言葉に、就労へ旅立つ意識と旅立たせる意識をこめて、施設名を「ＮＥＳＴ」に変更しました。

　また、ＮＥＳＴは、滞留型の施設ではなく、地域社会への自立支援の役割を果たす循環型のセンターとなるよう、「就労支援センター」と冠しました。
3） 職員のあり方

　人は方向性が違うことを同時に言われれば混乱してしまいます。

　またどんな組織でも、内部で向かう方向性が様々に分裂してしまえば運用はうまくいかないものです。

ＮＥＳＴでは、利用者に混乱させることがないよう、職員での情報共有を密にし、共通の意識・認識を持って指導にあたるようにしています。

　職員として共通意識を持つために説明していることがあります。

　障がいを持っている人でも、ひとりの大人として働いていくことを当然として受け入れ、繰り返し何度もトライさせることで、習得に時間がかかることはあっても大抵の作業はこなすことができるようになること。

利用者の成長とは、社会性や人間関係、仕事をこなす能力の向上であること。そして、成長をさせるには、作業が最も適していること。職員は利用者をいかに成長させるか、そのためにどんな方法があるかを常に考え、作業を通して利用者の成長に積極的に関わること。

また、利用者の状態を崩さないためにも、仕事量の確保が重要であること。そのためには、企業との信頼の構築が必要であり、納期遵守と安定した高い品質が求められること。

　当たり前のことのようで、中々意識されないこれらの意識・認識を、日々徹底するようにしています。
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4） 見学・実習・体験の受け入れ

【見学】

平成２４年度の見学者は５０件で、そのうち９件が団体、４１件が個人でした。

「百聞は一見にしかず」ということわざがあるように、話を聞いただけではわからないことも世の中には多くあります。

ＮＥＳＴでも、ホームページやパンフレット等の広報活動は行っていますが、どんな施設であるか、どのような利用者がいて、どのように作業しているかは実際見ていただくことが一番です。

そのため、ＮＥＳＴでも見学希望は随時お答えしています。

将来を考える参考にしたり、利用を検討される方や、障がい者がどのような作業を行っているかを見学に来られる企業の方もいらっしゃいます。

　【見学者団体内訳】

	
	団体名
	
	個人　紹介・支援機関別
	件数

	
	富士特別支援学校３年生
	
	チャレンジ
	8

	
	富士特別支援学校中学部
	
	社会福祉協議会
	2

	
	富士宮分校１年生
	
	ゆきわりそう
	2

	
	富士宮第二中学校特別支援学級
	
	ふらっと
	1

	
	岳陽中学校
	
	富士心身リハビリテーション
	1

	
	ぬくもりの会
	
	あしたか職業訓練校
	2

	
	社会福祉協議会局長他
	
	ゆうゆう
	1

	
	オールしずおか授産支援部会
	
	サポートセンターあさひで
	2

	
	王子キノクロス(株）
	
	ＡＲＡＴＡ（Ａ型事業所）
	1

	
	合計　　　　　　　　　　　　　　　　　９件
	
	そびな寮
	2

	
	
	
	富士特別支援学校
	7

	
	
	
	中央特別支援学校
	1

	
	
	
	岩松中学校
	1

	
	
	
	ハローワーク富士宮
	1

	
	
	
	その他
	9

	
	
	
	合計
	41


＊フジ化学経由の見学者は含まず。
【体験者】

平成２４年度は１３名の体験者を受け入れました。

ＮＥＳＴでは、基本的に支援機関からの紹介後の見学、１週間から２週間の体験実習という段階を経てから利用者としての受け入れを行っています。

これは、ＮＥＳＴが希望する方向性にあった施設なのかということの確認と、実際に施設を利用できる状態にあるかどうかの確認を実際に体感して判断するためです。

それぞれの施設に特色があり、ＮＥＳＴの場合は企業母体からのより企業近い意識・環境を持つ施設であるため、作業能力のほか、体力・体調、生活面も確認を行っています。
平成２４年度は３分の２の方が実際の利用を希望し、現在就労に向けて訓練を行っています。

　【体験者内訳】

	
	所属または支援機関
	人数

	
	サポートセンターあさひで
	2

	
	そびな寮
	1

	
	ふらっと
	1

	
	チャレンジ
	7

	
	ゆうゆう・チャレンジ・地活
	1

	
	富士心身リハビリテーション
	1

	
	合計
	13


　【実習生】

　平成２４年度は４５名の実習生を受け入れました。
　ＮＥＳＴでは、支援学校・支援学級の実習の受け入れを行っています。

　これは、学校という環境以外に触れること、より現場に近い環境・状況を知り体感することで、将来を考える材料提供としての周辺地域への協力の一環です。

　しかし、実習生だから、と特別に扱うことはしません。

　作業も利用者と同じ作業を手順で同じように指導を行います。

　身だしなみや手洗い等の衛生管理も、作業後の片付けや清掃も全て同じように指導を行っています。

　当然、指示だけが同じというわけではありません。

短い時には１日、長い時には２週間という実習の期間の中、実習生にも達成感と自信を持って終わってもらえるよう、実績を伸ばす工夫や指導を行っています。

また、時間を置いて再度実習を行うことで、季節による変化の確認や同一作業ので成長の実感、より難しい作業での経験をすることもできます。

　【実習生内訳】

	
	所属
	学年
	人数

	
	富士特別支援学校
	１年
	2

	
	　
	２年
	3

	
	　
	３年
	1

	
	　
	高等部２年
	4

	
	　
	高等部３年
	7

	
	富士特別支援学校分校
	１年
	2

	
	　
	高等部１年
	2

	
	　
	高等部２年
	1

	
	中央特別支援学校
	高等部３年
	1

	
	岳陽中学校　特別支援学級
	３年
	4

	
	　
	（保護者含む）
	13

	
	岩松中学校　特別支援学級
	２年
	4

	
	　
	３年
	1

	
	合計
	45


３．就労移行支援

1） 就労移行支援とは

　就労移行支援とは、２年間という期限の中で、一般就労等への移行に向けて、通所による施設内での作業の他、企業での体験・実習を行い、適正にあった職場探しと就労後定着のための支援を行います。

　就労支援センター　ＮＥＳＴ　移行支援は平成２２年の５月に開設されました。

　得意・不得意の分野を探り、長所を生かせる方向を見つけて伸ばすため、様々な作業を提供しています。

　作業においては、作業能力だけでなく、実際の作業現場で必要とされる報告・相談のスキルの習得や、品質・納期に対する理解と意識を高めるための指導を行っています。
　また、日々の中で社会性を育む機会を得る他、ソーシャルスキルトレーニングの中で、実際の社会で必要とされるマナーやルールについて知る機会を設けています。

　それぞれの適性を探り、伸ばしながら、利用者の適性にあった就労企業の開拓と企業とのマッチングを行い、企業実習を経て、利用者と企業がお互いを知った状態で納得した就労に繋げられるよう支援しています。

　また巡回支援を行い、利用者と企業をフォローすることで、就労後もできるだけ長く定着できるように支援を行っています。

2） 利用者内訳

　平成２４年度の在籍者は３９名で、入所者１２名、退所者２２名でした。
　内就労者１０名（他事業所Ａ型２名含む）、ＮＥＳＴ Ａ型移行２名、ＮＥＳＴ Ｂ型移行１０名。

　平成２５年４月１日時点での利用者数は１９名（内トライアル雇用者３名）。

　トライアル雇用は試験期間のためＮＥＳＴにも在籍。

【平成２５年４月１日時点の利用者内訳】

	
	障害区分
	人数
	

	
	知的
	１３名
	

	
	（職業センターによる重度判定）
	１名
	

	
	（療育手帳　Ａ判定）
	１名
	

	
	高機能自閉症
	１名
	

	
	アスペルガー
	２名
	

	
	ＡＤＨＤ
	２名
	

	
	てんかん
	１名
	


	
	トライアル雇用先
	　
	

	
	キノクロス加工（株）
	１名
	

	
	テルモ株式会社愛鷹工場 *
	１名
	

	
	株式会社富士グリーンメンテナンス *
	１名
	

	
	　* 平成２５年４月１日トライアル開始
	
	


　【就労実績】
	
	就労先
	人数
	

	
	有限会社佐野鍍金
	３名
	

	
	株式会社静岡セイコー
	１名
	

	
	株式会社富士グリーンメンテナンス
	１名
	

	
	株式会社エコネコル
	１名
	

	
	サンカプセル株式会社
	１名
	

	
	株式会社　ユニクロ
	１名
	

	
	富士山ドリームビレッジ就労継続Ａ型
	１名
	

	
	株式会社 平成福祉会　就労継続支援A型事業所　ARATA
	１名
	


３）移行支援における取り組み

【作業訓練】

　作業は部品の組立から梱包作業、外観検査やバリ（形成時の余分な部分）取り、清掃や農作業と多岐に渡ります。

　それぞれの作業では、ただ作業を行うだけではなく、「指示された手順を守る大切さ」や「品質の大事さ」、「納期遵守の意識」を身につける他、「指示された内容が理解できるか」「わからないことは質問できるか」「記録・報告はきちんとできるか」「数量のカウントができているか」など実際の就労現場で必要とされることができているかを確認し、指導・改善を行っています。

【自己管理/ルール・マナー】

　就労を継続していくためには、日々の体調管理も重要です。

　以前は毎日「健康を維持するために」健康チェック表の提出を行っていました。

　しかし、「職員が健康をチェックする」のではなく、「自分で仕事のできる状態を維持・管理する」ことを意識してもらうために「自己管理チェック表」と名前を改めました。

　また健康に関する項目だけでなく、身だしなみに関する項目を設けることで、清潔感を持って仕事に向かうことを身につけるための意識付けを行っています。
　その他、社会生活技能訓練（ＳＳＴ）や職場対人技能トレーニング（ＪＳＴ）、危険予知トレーニング（ＫＹＴ）・防災訓練など、社会性・コミュニケーション能力の向上や安全に対する意識の向上のための訓練を行っています。

【視覚化】

　聴覚（音声・言葉）と視覚（文字・写真・図）では、説明する側としては前者に比重を置きやすいものですが、受け手側としては視覚のほうが重要な情報を取捨選択して取り込みやすく、形として残るため確認できるため、理解しやすい場合が多いのです。
　目で見てわかりやすく、何度でも繰り返し確認ができるよう、作業ごとに手順書を作成したり、ルールやマナーを掲示したりなどを行っています。

　また、目標数や目標時間を明記して実際の時間と比較したり、評価を具体的な項目と数値に落とし込むことで達成すべきものの明確化を行っています。
【就労するための５つの力】

　以前は利用者を評価するにあたって、障害者職業総合センターの「就労移行支援のためのチェックリスト」を使用していました。
　しかし、ＮＥＳＴで就労するために重要視される項目とのずれを感じ、また利用者自身が評価したり、評価されたものを理解する際わかりにくいということもあり、ＮＥＳＴ独自の評価項目を作成しました。

　挨拶・生活リズム・健康・ハングリー精神と５つの区分に各１０項目を設定し、自己評価と職員評価の比較、継続評価による変化の比較をグラフを用いてわかりやすく提示しています。

　項目が具体的になったことで、どこの区分が足らない部分なのか、どの項目を改善することでより就労に近づけるかが明確になりました。
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４）利用者数の推移

[image: image3.emf]平成２４年度　利用者数と入所者数・退所者数
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· 利用者数はその月に在籍していた利用者の数

　３月の後半から４月の前半では新卒者が入所するため増加し、人の移動が落ち着く初夏まで増加傾向にありました。

　また平成２４年度はＮＥＳＴで就労継続Ｂ型ができたこともあり、夏以降そちらへ移行する利用者も多くいたため、利用者数が減少傾向になりました。
　障害者雇用率の引き上げに伴い、１０月１１月の面接会を期に１２月以降企業採用による退所者が増加しました。

５）通所率

事前取り決めで土曜通所なしの利用者はその分通所日数を引いて算出しています。

入所日・退所日によって実際の利用者数とは異なる場合があります。
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[image: image6]
＊4と19は土曜通所なしの利用者。また、35以降は３月入所の利用者

　平均２４年度の平均通所率は８９％でした。

　上記のグラフは、オレンジがＮＥＳＴ Ａ型移行者、黄色がＮＥＳＴ Ｂ型移行者、紫が他事業所Ａ型移行者、青が一般就労者、緑がトライアル雇用者です。

　トライアル雇用者は試験期間のためＮＥＳＴに在籍していますが、企業と雇用契約を結んでいるため一般就労とほぼ変わりません。

　青や緑の一般就労することができた利用者のほとんどが通所率９０％以上の利用者です。

　逆にＢ型へ移行した利用者の６割が平均未満の通所率であったり、通所できていても５時間以上の作業が行えていなかった利用者でした。

６）訓練作業

　【平成２４年度に行われた訓練一覧】

	
	訓練作業
	
	訓練
	

	
	Ｏリング
	
	ＳＳＴ
	

	
	デフキャップ　バリ取り
	
	ＫＹＴ
	

	
	ウィルスブロッカー
	
	ＪＳＴ
	

	
	インサートナットバリ取り
	
	面接練習
	

	
	クリップAssy
	
	企業実習
	

	
	プレス
	
	
	

	
	カラー検査
	
	
	

	
	吊るし掛け
	
	
	

	
	フジ化学トイレ清掃作業
	
	
	

	
	証書筒組立
	
	
	

	
	歯磨きスタンド梱包
	
	
	

	
	きりんしゃもじ組立梱包
	
	
	

	
	スパイスラック組立梱包
	
	
	

	
	金メダル組立梱包
	
	
	

	
	インサートナットネジ検査
	
	
	

	
	ゴムパッキン（小）はめ込み
	
	
	

	
	ゴムパッキン（大）はめ込み
	
	
	

	
	清掃作業
	
	
	

	
	農作業
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【作業風景】

Ｏリング
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プレス

クリップ
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カラー検査
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ウィルスブロッカー
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証書筒組立

面接会向けＳＳＴ
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７）支援ツール、治具の紹介

　支援ツールには、実際の形として目に見える状態で示したり、記入して記録として残すことで、よりはっきりと自覚したり確認したり比較したりができるよう視覚化を目的としたものが多くあります。
就労するために

①「自己管理チェック表」

生活リズムを整え、服薬管理を含めた体調管理を自分で行うことを意識するためのツール。

また職場のマナーとしての身だしなみや清潔感を身につけるためのもの。

どちらも就労を継続するために必要なことであるため、就労後も意識できるよう習慣化していく。
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②「週間活動記録表」

生活習慣の乱れを目で見える形で記録し、振り返るためのツール。

生活の乱れを自覚し、改善ポイントが見えるようになる。
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集中して作業に取り組むために

先が見えないわからないことが不安要素となり、

落ち着きのない状態になることもある。

また、集中するためにも区切りが必要。

それがわかりやすいよう視覚化している。

①「日課表」

１日のタイムスケジュールがわかりやすいよう、

各所に日課表を掲示。

訓練時間と休憩時間をはっきり設け、

メリハリをつけて作業するように指導している。
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②「配置表」

自分の配置がどこで何の作業をするかわかりやすよう、

午前は当日の、午後は翌日の配置場所を表示。
当日の朝に調節することもあるため、

全体朝礼時に読み上げての確認も行っている。

③「週間スケジュール」

先の見通しが持ちやすいよう、１週間単位で全体の予定を書いた予定表を配布。

作業に変化をもたせることで飽きさせないようにしたり、
継続した作業を提示することで作業へのモチベーションを維持・向上させる。

②③は変更が入ることもあり、予定の変更に対する耐性の確認や向上の訓練にもなっている。

　正確に、効率的に作業するために……

①「作業手順書」

　不良品をできるだけ出さず、効率よく作業するための手順を示したもので、どの作業でも作成、提示を行っている。

　作業の流れや注意するポイントを、写真等を使って具体的に示しているため、利用者が作業途中で手順が不安になっても自分で確認し、正しい作業行うことができるようになっている。

　また、常に正確、効率的な作業を意識しており、ＮＧが誘発されやすかったり、より効率的な動きがあった場合は職員間の相談のもと随時改善を行っている。
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伸びていくために

①「訓練日報」

その日の振り返りを記録するためのツール。

その日行った訓練内容や実績、注意されたことなどを記録し、次の日への目標を考える。

また文章を書く練習も兼ねている。
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②「工賃獲得グラフ」

　ほとんどの作業で単価が決まっており、作業の実績によって工賃が伸びる。

　ただ、工賃の振込みは２ヵ月後のため、現在の工賃を把握にしくい。

　実績の数量だけでなく、工賃も算出することで、より作業意欲・集中力を引き出すためのツール。
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治具・補助具

より効率的な作業、多くの利用者が行える作業にするため、様々な治具（道具）や補助具を作成しています。

Ｏリング　１００個箱等


[image: image8]
入れるだけで１００個になる１００個箱。

数を数えるのが苦手で、１０個１０列の１００個を並べることができなくても、Ｏリングを嵌めることができれば作業ができるようになった。

ウィルスブロッカー　シーラー　補助具
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　シーリングする部分と台座に段差があったため、作業しにくかった部分を支えつきの台をつけることで改善。材料がまっすぐ入るようになった。

　金属板を置くことでストッパーとし、奥まで材料が行き過ぎないようになった。

８）工賃の推移
[image: image9.emf]平成２４年度　平均工賃と最高工賃
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＊依託訓練・トライアル雇用中は工賃が発生しないため平均から除外。
平成２４年度の全体平均の１ヶ月工賃は１７,２４７円でした。
カラー検査やプレス機など機械を使う単価の高い作業訓練で最大で６万を超える工賃の利用者もいましたが、農作業等工賃発生のない訓練もあるため平均は１万から３万弱となりました。

　９月１０月頃から工賃が発生する作業が全体的に少なくなってしまったため、新規の作業の開拓にあたっています。
９）就労に向けての流れ、就労後のフォローアップ

　就労に向けての流れは以下の通りです。

　就労しＮＥＳＴ退所後も定着のための支援を行っています。
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1 見学　実際に見て、ＮＥＳＴの様子を知ってもらう。

2 体験　１週間から２週間の体験実習。

　　　　実際に体験して、ＮＥＳＴでやっていけるか、求めるものがＮＥＳＴで当てはまるかの確認。

3 利用　２年間の就労に向けての訓練。

　　施設内作業や企業に行っての作業（施設外就労）、外作業の他、

　　ルール・マナーを学ぶＪＳＴ・ＳＳＴ、ＫＹＴなどの訓練の中で職業準備性を養う。

4 面接会・個別面接　就職面接会やハローワーク等の求人情報からの個別企業での面接を受ける。

5 体験実習　１週間から２週間の体験実習。

　企業・対象者双方にお互いを知ってもらう期間。

　職員やジョブコーチが同行し、仕事の指導を仲介することもある。

6 企業実習　２週間から１ヶ月の実習。

　　　　　　　企業側が対象者が企業の戦力となりうるか見極める期間。
　　　　　　　より雇用を前提に実際の仕事の体験をする。

7 －１事業主委託訓練　約３ヶ月のＯＪＴ形式の職業訓練。

　　　　　　　　　　　　就業意欲のある求職者を、求人意向を持つ事業主が受け入れて行う。

　　　　　　　　　　　　訓練修了後は訓練先の事業主に雇用されることが前提のため、

　　　　　　　　　　　　就労のミスマッチが解消でき、よりよい就労関係を築くことができる。
⑦－２トライアル雇用　２ヶ月から３ヶ月の試行的雇用。

　　　　　　　　　　　適性や能力などの見極めのため、短期での雇用契約の元で、

　　　　　　　　　　　実際の仕事にあたる。

＊⑦はどちらの場合もＮＥＳＴにはそのまま在籍。

職員が巡回支援を行ったり、対象者の振り返り指導を行う。

8 就労（雇用）/雇用後のフォローアップ

１）巡回支援：職員が企業を巡回し、企業での様子や相談を確認、問題解決への提案を行う。

　　　　　　　　　頻度は雇用から半年は月に１回、その後半年は３ヶ月に１回、

　　　　　　　　　雇用１年後から１年半で１回程度。
　　２）対象者面談：企業休日等にＮＥＳＴに来所し、巡回支援では時間が取りにくい対象者への

　　　　　　　　　　様子の確認や相談のための面談を行う。頻度は不定期。

４．就労継続支援Ｂ型

１）就労継続支援Ｂ型とは

就労継続支援Ｂ型とは通所により就労や生産活動の機会を提供します。

ただし、雇用契約は結ばれません。

　また、一般就労に必要な知識、能力が高まった者は一般就労への移行に向けて支援を行います。

　就労支援センター　ＮＥＳＴの就労継続支援Ｂ型は、平成２４年４月に「移行支援より長い時間をかけて就労を目指す人のため」「稼げるＢ型を目指して」開設されました。

　得意・不得意の分野を探り、長所を生かせる方向を見つけて伸ばすため、様々な作業を提供しています。
　また、日々の中で社会性を育む機会を得る他、ソーシャルスキルトレーニングの中で、実際の社会で必要とされるマナーやルールについて知る機会を設けています。

　継続して作業をするために、自分にあった作業時間や作業スタイルを模索することもあります。

　それぞれの体調やライフスタイルを考慮して、利用時間を柔軟に対応しています。
　まずは通所することで生活リズムを整える方や社会に慣れるための準備をする方、

　就労に向けて移行支援よりも長い期間の中で就労を目指す方や

　自身の適性を探したり、能力を伸ばす中でも収入を求めている方などが在籍しています。

2） 利用者内訳

　平成２４年度の在籍者は１８名、退所者は５名（就労３名、企業訓練移行１名）。

　平成２５年４月１日時点での利用者数は１６名。

　＊平成２５年４月１日時点の利用者内訳
	
	障害区分
	人数
	

	
	身体
	4
	

	
	高次脳機能障害
	1
	

	
	身体・知的
	1
	

	
	知的
	7
	

	
	　（内　職業センターによる重度判定者）
	2
	

	
	高機能自閉症
	1
	

	
	アスペルガー
	2
	


	
	利用時間
	人数
	

	
	週５日・６時間
	11
	

	
	週５日・４時間半～６時間
	2
	

	
	週４日・３時間
	1
	

	
	週３日・６時間
	1
	

	
	週２日・３時間
	1
	


　【就労実績】

	
	就労先
	人数

	
	株式会社ダスキン富士宮　蓼原支店
	1名

	
	株式会社 平成福祉会　就労継続支援A型事業所　ARATA
	1名

	
	就労継続支援Ａ型事業所　みちしる
	1名


３）Ｂ型における取り組み

　ＮＥＳＴのＢ型は先にも述べたように「移行支援より長い時間をかけて就労を目指す人のため」と「稼げるＢ型を目指して」開設しました。

【作業／稼げるＢ型として】

　開設時にＢ型の工賃の目標を５万としました。

　単価の高い、やればやっただけ工賃に繋がるような作業をＢ型で行うようにしています。

　また、稼いでいることを実感しやすいよう、日々の工賃を自分で確認することもあります。
　作業は部品の組立から梱包作業、外観検査やバリ（形成時の余分な部分）取り、清掃や農作業と多岐に渡ります。

　また、Ｂ型でも就労を目指す部分は変わらないため、移行支援と同様、それぞれの作業では、ただ作業を行うだけではなく、「指示された手順を守る大切さ」や「品質の大事さ」、「納期遵守の意識」を身につける他、「指示された内容が理解できるか」「わからないことは質問できるか」「記録・報告はきちんとできるか」「数量のカウントができているか」など実際の就労現場で必要とされることができているかを確認し、指導・改善を行っています。

　【就労を目指すために】

　一般就労するためには、得意な分野・できる分野を見つけて高めていくことが必要です。

　ですが、「作業能力が高い」だけでは一般就労をすることはできません。
　求められた日数の求められた時間の間、働くことができることも必要です。

　そのため、ＮＥＳＴでは体調管理や作業時間・日数の調節も重視しています。

　なぜなら、すぐに体調が悪くなって帰ってしまったり、不定期で出勤するという状態では、予定が組めず、企業に戦力としてみてもらえません。

　しかし、半日の作業なら週５日休まず行えるなど規則的な状態であれば、予定が組め、企業によっては戦力として視野に入れてもらえる可能性も出てきます。

　まずは、自分の状態の自覚、そこから生活習慣や服薬管理の改善を行うことで、作業に取り組める体調を維持できるように日々の自己管理に取り組むこと。

　そして、作業内容や作業量、時間とで自分の体調の変化を蓄積し、どんな状態なら継続した出勤ができるかどうかを探っています。

【視覚化／就労するための５つの力】

　目で見てわかりやすく、何度でも繰り返し確認ができるよう、作業ごとに手順書を作成したり、ルールやマナーを掲示したりなどを行っています。

　また、目標数や目標時間を明記して実際の時間と比較したり、評価を具体的な項目と数値に落とし込むことで達成すべきものの明確化を行っています。
　そのひとつとして、就労するために必要な５つの力と銘打ち、挨拶・生活リズム・健康・ハングリー精神と５つの区分に各１０項目を設定し、自己評価と職員評価の比較、継続評価による変化の比較をグラフを用いてわかりやすく提示しています。

　項目が具体的になったことで、どこの区分が足らない部分なのか、どの項目を改善することでより就労に近づけるかが明確になりました。
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　【就労をするために】

　就労するには、待っているだけではチャンスは中々巡ってきません。

　そのため、希望者は、履歴書の書き方の講義や面接の練習を受けた後、面接会に参加しました。

　面接ではフォローが必要な利用者には付き添いも行い、普段の様子や本人が伝えきれていない部分のフォローを行います。

　またすぐに就労ではなく、双方がお互いを知るために実習の機会を設けるようにしています。

４）通所率

　平成２４年度の在籍者は１８名でした。

　通所率はそれぞれ取り決めの通所日数から算出を行いました。

[image: image13.emf]平成24年度　Ｂ型利用者数と平均通所率

0

2

4

6

8

10

12

14

16

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

利用者数

通所率


	利用者
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18

	年度平均
	91%
	96%
	93%
	91%
	31%
	98%
	73%
	48%
	92%
	93%
	44%
	62%
	81%
	98%
	97%
	72%
	100%
	100%


＊4は週３日通所。13は週２日通所。

　平成２４年度の全体の通所率の平均は８１％でした。

　夏季と冬季は体調を崩しやすく、特に冬季は体調・状態の悪化から通所率が下がりました。
　年度平均で６割の方が８０％以上の通所率となっています。

　体調に合わせた無理のない利用時間の設定や休憩時間の追加設定によって、継続して通所することがしやすい環境が整えられていることもありますが、利用者本人の意識の高さから出た結果でもあります。

5） 作業内容

【平成２４年度に行われた作業・訓練一覧】

	
	作業
	
	訓練
	

	
	Ｏリング
	
	ＳＳＴ
	

	
	デフキャップ　バリ取り
	
	ＫＹＴ
	

	
	ウィルスブロッカー
	
	ＪＳＴ
	

	
	インサートナットバリ取り
	
	面接練習
	

	
	クリップAssy
	
	企業実習
	

	
	カラー検査
	
	清掃訓練
	

	
	証書筒組立
	
	
	

	
	歯磨きスタンド梱包
	
	
	

	
	きりんしゃもじ組立梱包
	
	
	

	
	スパイスラック組立梱包
	
	
	

	
	金メダル組立梱包
	
	
	

	
	インサートナットネジ検査
	
	
	

	
	農作業
	
	
	

	
	
	
	
	


クリップAssy
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6） 支援ツール、治具の紹介

　支援ツールには、実際の形として目に見える状態で示したり、記入して記録として残すことで、よりはっきりと自覚したり確認したり比較したりができるよう視覚化を目的としたものが多くあります。

継続した通所をするために……　　

①「自己管理チェック表」

　日々の自分の体調の自覚や、服薬管理を含めた体調の維持のためのもの。

　個々の状態によって、起床就寝時間の確認、食事の摂取や服薬管理等重点になっている部分を追加修正して使用。

　②作業日報

天候や作業による作業前後の体調の変化や作業時のペースの把握をし、

　　どんな作業なら継続することができるのか、

　　また、作業の実績の向上をわかりやすく把握できるようにするためのツール。
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施設内で見通しを持って過ごせるように

先が見えないわからないことが不安要素となり、落ち着きのない状態になることもある。

また、集中するためにも区切りが必要。それがわかりやすいよう視覚化している。

1 「日課表」

2 「週間スケジュール」「配置表」
作業を正確に行うために　

①「作業手順書」

　単純な作業でも手順書を用意し、間違いのないように作業を行う。
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②「確認用の台紙」

　２枚を同じ向きに入れられるよう、台紙に向きを書き、置いてセットする台紙。

　また、完成品、未検査品をわけておくように明示する台紙もある。

　やる気を引き出すために

①「工賃獲得グラフ」

　工賃の支払いが１ヶ月半後と時間が空くため、実感がわきにくい。

　そのため、日々の実績から自分で工賃を計算し、グラフに書くことでその日いくら稼いだかが視覚的にわかりやすくなってやる気に繋がる。


　また、実際の作業を効率よく作業ができるように治具を作成・用意しています。
　ブロッカー

　スタンプ捺印作業の効率化①　スタンプ補助具作成

[image: image16.png]



　木製の枠を作ることで、アルミシートを押さえずにすみ、

　また同じ位置にスタンプが行くように溝があるため、位置ずれも起きなった。

　上肢片麻痺の利用者もスタンプ捺印作業に携われるようになった。

スタンプ捺印作業の効率化②　スタンプ本体の改良

[image: image17.png]



　金属の枠に入れ、押して離すという動作だけで捺印とインクをつける作業までできるようにスタンプを作成。

　インクをつける動作も一連の流れで出来るようになったため、１枚の捺印にかかる時間が減り、結果１日の作業数が木製使用時の１．５倍になった。

　またこちらもアルミシートを押さえる必要がないため、上肢片麻痺の利用者もスタンプ捺印作業に携われるようになった。

　
7） 工賃の推移

[image: image18.emf]平成２４年度　利用者数と平均工賃、最高工賃
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　月間の最高工賃は静岡県のＢ型の平均工賃を上回っているのもの、作業単価や作業量が利用者によって異なるため、全体の平均工賃は軒並み静岡県のＢ型の平均工賃を下回った。
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＊１７、１８は３月入所のため、平成２４年度の在籍日数１週間から数日の利用者。

　年度平均の月間工賃は１名が静岡県のＢ型平均工賃を上回った。

　これは継続的な通所とともに単価の高い検査の作業を担当していたため。

８）就労に向けての流れ、就労後のフォローアップ

　就労に向けての流れは以下の通りです。

　就労しＮＥＳＴ退所後も定着のための支援を行っています。


9 見学　実際に見て、ＮＥＳＴの様子を知ってもらう。

10 体験　１週間から２週間の体験実習。

　　　　実際に体験して、ＮＥＳＴでやっていけるか、求めるものがＮＥＳＴで当てはまるかの確認。

11 利用　利用期限なし。

　　施設内作業や企業に行っての作業（施設外就労）、外作業の他、

　　ルール・マナーを学ぶＪＳＴ・ＳＳＴ、ＫＹＴなどの訓練の中で職業準備性を養う。

12 面接会・個別面接　就職面接会やハローワーク等の求人情報からの個別企業での面接を受ける。

13 体験実習　１週間から２週間の体験実習。

　企業・対象者双方にお互いを知ってもらう期間。

　職員やジョブコーチが同行し、仕事の指導を仲介することもある。

14 企業実習　２週間から１ヶ月の実習。

　　　　　　　企業側が対象者が企業の戦力となりうるか見極める期間。
　　　　　　　より雇用を前提に実際の仕事の体験をする。

15 －１事業主委託訓練　約３ヶ月のＯＪＴ形式の職業訓練。

　　　　　　　　　　　　就業意欲のある求職者を、求人意向を持つ事業主が受け入れて行う。

　　　　　　　　　　　　訓練修了後は訓練先の事業主に雇用されることが前提のため、

　　　　　　　　　　　　就労のミスマッチが解消でき、よりよい就労関係を築くことができる。
⑦－２トライアル雇用　２ヶ月から３ヶ月の試行的雇用。

　　　　　　　　　　　適性や能力などの見極めのため、短期での雇用契約の元で、

　　　　　　　　　　　実際の仕事にあたる。

＊⑦はどちらの場合もＮＥＳＴにはそのまま在籍。

職員が巡回支援を行ったり、対象者の振り返り指導を行う。

16 就労（雇用）/雇用後のフォローアップ

１）巡回支援：職員が企業を巡回し、企業での様子や相談を確認、問題解決への提案を行う。

　　　　　　　　　頻度は雇用から半年は月に１回、その後半年は３ヶ月に１回、

　　　　　　　　　雇用１年後から１年半で１回程度。
　　２）対象者面談：企業休日等にＮＥＳＴに来所し、巡回支援では時間が取りにくい対象者への

　　　　　　　　　　様子の確認や相談のための面談を行う。頻度は不定期。

５．今後の課題

1） 作業量の維持・安定

　平成２４年度では年度の半ばで２種の固定作業が終了し、１種の作業量が不安定供給となったため、全体の作業量が減少しました。

　新たな取引企業の開拓により単発的な作業を確保しているものの、作業の供給量にばらつきがあるため、作業量の安定のため、更なる企業開拓を進めています。
2） 利用者数の維持

　平成２４年度は移行支援においては新規利用者よりも退所者もしくはＢ型等の移行者が多く、利用者数が減少しています。

3） 就労時・就労後の支援の充実

　平成２３年度と２４年度で、合計名の就労者がいますが、就労後の定着支援の体制がまだ整えきれていないのが現状です。

　より確実な定着に繋がる支援となるよう体系化を進めています。
数量の伸びがわかる





作業をやってどうだったか、


週間でどんな状態だったかが


比較できる。








